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１　

は
じ
め
に

精
華
町
は
、
京
都
府
の
南
西
端
に
あ
り
、
近
畿
圏

の
ほ
ぼ
中
心
、
神
奈
備
丘
陵
を
臨
む
木
津
川
流
域
に

位
置
し
て
お
り
、
万
葉
の
時
代
か
ら
続
く
歴
史
と
文

化
の
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
、
自
然
と
共
生
し
な
が
ら
美
し

い
田
園
風
景
が
守
り
続
け
ら
れ
る
一
方
、
関
西
文
化

学
術
研
究
都
市
（
学
研
都
市
）
の
中
心
地
と
し
て
、

各
種
最
先
端
の
研
究
施
設
な
ど
が
立
地
す
る
ほ
か
、

新
た
な
商
業
施
設
も
含
め
た
都
市
建
設
が
進
み
、
人

口
減
少
社
会
に
あ
っ
て
も
、
都
市
と
し
て
成
長
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
先
人
が
築
い
て
き
た
開
発
と
保
全
の
調

和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
継
承
し
、
持
続
可
能
な

自
立
都
市
と
し
て
発
展
さ
せ
、
本
町
の
将
来
像
で
あ

る「
人
が
つ
な
が
り
夢
を
叶
え
る
学
研
都
市
精
華
町
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２　

条
例
制
定
の
背
景
に
つ
い
て

近
年
、
建
設
工
事
か
ら
排
出
さ
れ
る
土
砂
、
い
わ

ゆ
る
「
残
土
」
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
が
混
在
し
た
不

法
投
棄
や
不
適
切
な
残
土
の
堆
積
に
よ
る
生
活
環
境

へ
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
華
町
で
は
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
、
盛
土
及
び
土
砂
等
の

堆
積
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
規
制
す
る
条
例
な
ど

が
な
く
、
事
業
面
積
が
３
０
０
０
㎡
以
上
の
場
合
に

適
用
さ
れ
る
「
京
都
府
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
21
年
京
都
府
条

例
第
21
号
）」（
以
下
「
京
都
府
条
例
」
と
い
う
。）

に
よ
り
、
３
０
０
０
㎡
近
く
の
盛
土
に
つ
い
て
は
、

【条例制定の事例】

京都府精華町
精華町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する
条例
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　精華町では、3000㎡以上の盛土については京都府の条例に基づき指導してきた。
しかし、大規模な土砂の堆積事案に関して問題が発生し、土砂等の規制が急務となる中、
3000㎡未満の不適正な土砂等についても規制することを目的とし、「精華町土砂等に
よる土地の埋立て等の規制に関する条例」を制定した。
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保
健
所
と
協
力
し
て
、
指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
３
０
０
０
㎡
未
満
の
土
砂
の
埋

立
て
に
係
る
条
例
が
な
い
こ
と
か
ら
指
導
に
は
限
界

が
あ
り
、
令
和
４
、５
年
に
は
大
規
模
な
土
砂
の
堆

積
事
案
に
関
し
て
問
題
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
土
砂

等
の
規
制
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
４
年
５
月
に
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
が
「
宅
地

造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」（
以
下
「
盛
土
規

制
法
」
と
い
う
。）
に
改
正
さ
れ
、
令
和
５
年
５
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
規
制
区
域
の
指
定
に
は

ま
だ
時
間
が
掛
か
る
状
況
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
精
華
町
で
は
「
精
華
町
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」（
以
下
「
精

華
町
土
砂
条
例
」
と
い
う
。）
を
制
定
し
、
令
和
６

年
３
月
29
日
の
公
布
に
至
り
ま
し
た
。

３　

条
例
の
内
容
、
条
例
に
基
づ
い
た
取
組

本
条
例
は
、
京
都
府
条
例
の
規
制
が
及
ば
な
い

３
０
０
０
㎡
未
満
の
土
砂
等
の
埋
立
て
に
関
す
る
問

題
に
対
応
し
、
不
適
正
な
土
砂
等
の
埋
立
て
を
規
制

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
本
条
例
の
特
徴

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
面
積
規
制
の
下
限
な
し
（
施
行
規
則
に
お
い

て
小
規
模
な
も
の
は
適
用
除
外
と
し
て
い
ま
す
。）

全
て
の
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等
が
規
制

と
な
り
、
違
法
な
土
砂
等
の
盛
り
土
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
小
規
模
な
土
砂
の
堆
積
の
う
ち
に
行
政
指
導

や
強
制
的
な
事
業
停
止
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
不
適

正
な
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
に
対
し
て
、
速
や
か

に
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
）
周
辺
地
域
へ
の
説
明
及
び
町
と
の
事
前
協
議

を
義
務
付
け

努
力
規
定
で
は
な
く
義
務
規
定
と
す
る
こ
と
で
、

事
業
に
よ
る
紛
争
や
苦
情
等
を
未
然
に
防
止
し
ま

す
。

（
３
）
施
工
管
理
者
の
配
置
を
規
定

事
業
を
施
行
す
る
場
合
は
、
事
業
区
域
及
び
そ
の

周
辺
地
域
の
生
活
の
安
全
の
確
保
及
び
生
活
環
境
の

保
全
並
び
に
土
砂
等
に
よ
る
災
害
の
防
止
の
た
め

に
、
施
工
管
理
者
を
置
く
こ
と
を
許
可
の
条
件
と
し

て
い
ま
す
。

（
４
）
土
砂
等
の
土
質
基
準
を
規
定

土
地
の
埋
立
て
等
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
土
砂

等
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
で
、
埋
立
て
等
に
適
さ
な

い
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
を
防
止
し
ま
す
。

（
５
）
土
砂
搬
入
届
を
規
定

埋
立
て
等
を
開
始
後
、
許
可
を
受
け
た
土
砂
等
の

採
取
場
所
ご
と
に
、
当
該
採
取
場
所
か
ら
初
め
て
事

業
区
域
内
に
土
砂
等
を
搬
入
し
よ
う
と
す
る
前
に
搬

入
届
を
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
許
可
事
業
者

及
び
町
が
事
前
に
土
砂
等
が
汚
染
土
砂
等
に
該
当
す

る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
搬
入
後
の
リ
ス
ク

を
軽
減
し
ま
す
。

（
６
）
名
義
貸
し
の
禁
止
を
規
定

名
義
貸
し
が
違
反
行
為
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し

て
い
ま
す
。
当
該
違
反
行
為
は
、
無
許
可
や
措
置
命

令
違
反
と
同
等
で
あ
り
、
こ
の
条
例
で
規
定
さ
れ
て

い
る
一
番
重
い
量
刑
と
な
る
罰
則
も
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
７
）
土
地
所
有
者
の
義
務
を
規
定

事
業
の
同
意
を
し
た
土
地
所
有
者
等
が
、
基
本
的

な
責
務
を
果
た
す
た
め
許
可
事
業
者
が
行
う
埋
立
て

等
に
対
す
る
監
視
義
務
を
負
う
者
と
し
て
事
業
が
行

わ
れ
て
い
る
期
間
中
、
自
ら
現
場
を
確
認
し
て
状
況

を
把
握
し
、
異
状
が
あ
っ
た
場
合
は
許
可
事
業
者
に

対
し
て
停
止
や
対
策
を
求
め
、
町
に
通
報
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

４　

条
例
に
基
づ
い
た
取
組

精
華
町
で
は
、
本
条
例
に
基
づ
き
、
以
下
の
取
組

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・	

条
例
の
周
知
：
町
民
や
事
業
者
に
対
し
て
、
条
例
の

内
容
や
手
続
き
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・	

監
視
体
制
の
強
化
：
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
状
況



特
集
盛
土
規
制
法
と
自
治
体
の
対
応

43◆自治体法務研究 2025・夏

を
監
視
す
る
体
制
を
強
化
し
、
不
適
正
な
行
為
の

早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

・	
関
係
機
関
と
の
連
携
：
警
察
や
保
健
所
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
情
報
共
有
や
合
同
で
の
監
視

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

早
期
に
指
導
す
る
こ
と
で
是
正
に
至
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
改
善
が
進
ま
ず
是
正
に

至
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
特
に
土
砂
崩
落
の

お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
崩
落
防
止
の
措
置
や

粉
塵
の
飛
散
防
止
措
置
な
ど
を
優
先
し
て
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、
併
せ
て
新
た
な
土
砂
の
搬
入
を
さ
せ

な
い
た
め
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
す
る
な
ど
、
是

正
に
向
け
た
改
善
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。

５　

今
後
の
展
望

今
後
、
盛
土
規
制
法
に
よ
る
規
制
区
域
が
指
定
さ

れ
る
こ
と
で
同
法
に
基
づ
く
京
都
府
の
指
導
が
中
心

と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
精
華
町
と
し

て
も
京
都
府
と
連
携
し
、
引
き
続
き
土
砂
等
の
適
正

な
管
理
を
推
進
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
条
例
の
運
用
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
よ
り
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

許可までの流れ

埋立て等区域の調査

住民説明会等の開催
（条例第 9 条）

町との打合せ

町条例の対象

3,000ｍ2 未満

事前協議書の提出
（条例 8 条第 1 項）

土地の埋立て等許可申請（条例第 11 条、第 12 条）

※義務違反の場合の罰則（2 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金）

許可又は不許可（許可条件）
（条例 14 条）

・土地所有者の反対
・法令等の規制、地目等による制約
・埋蔵文化財等の発見 等

（許可の基準）（条例第 13 条） ※第 10 条による調査
（1）作業基準：周辺対策、作業時間、交通安全対策、安全対策、事故対策
（2）構造基準：高さ、のり面勾配、のり面保護、底面積、安全地帯
（3）その他基準：欠格条件、土質、直接搬入、基準に適合など

埋立て等区域の面積

町条例適用除外の有無

《町条例の適用範囲外》

3,000ｍ2 以上

京都府条例の対象

埋立て等の実施不可

町条例の適用
《町条例の適用除外》（条例第 11 条第 2 項）
(1) 自区内の区域で土砂の発生及び処分が完結する事業
(2) 国、地方公共団体が行う公共事業等
(3) 他法令の規定による許認可、同意・協議による事業
※建築確認、林地開発、農転許可（条件あり）、区画整理事業区域内の建築許可等
(4)その他軽微な事業で不適切な土地の埋立て等となるおそれがない事業
※駐車場などの管理行為（条件あり）、自宅の庭の造成、500m2 未満の造成工事（条
件あり）、500ｍ2 未満の農地改良（条件あり）、500ｍ2 未満のストックヤード（条
件あり）等

協議回答（助言・指導）
（条例第 8 条第 2 項）

必要に応じて土砂等の調査
（性状・発生場所・排出状

況・運搬経路）
（条例第 10 条）

図表　土砂等による土地の埋立て等に関する事務手続き
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許可後の流れ

①名義貸し
（条例第 24
条）
2 年以下の
懲役又は
100 万円以
下の罰金

（許可に関する内容の変更）
・変更の許可（条例第 16 条）※2 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金
・変更の届出（条例第 17 条）※30 万円以下の罰金

①災害防止のため緊急
の必要があるとき
②無許可
③許可基準違反
④許可条件違反

事業開始届（条例第 15 条）
※30 万円以下の罰金

計画書との適合性

完了・廃止・中止届
（条例第 22 条第 2 項）
（条例第 23 条第 1 項）

【許可の取り消し】
（条例第 26 条）

【措置命令】（条例第 25 条）
・事業の停止、埋立て等の中止
・土砂等の撤去 ・災害防止に必要な措置
2 年（1 年）以下の懲役又は 100 万円以下の罰金
【廃止等義務違反の措置命令】（条例第 27 条）
・災害の防止に必要な措置

不適合

適 合

違反があった場合

（土地の埋立て等に係る義務）
・土砂等の搬入の届出（条例第 18 条）
・土砂等の量の報告（条例第 19 条）
・地質分析結果の報告（条例第 20 条）
・標識の設置（条例第 21 条）※50 万円以下の罰金

（町の調査）
・土砂等の発生状況等の調査（条例第 10 条）
・報告の徴収（条例第 29 条）※50 万円以下の罰金
・立入検査等（条例第 30 条）※50 万円以下の罰金
・協力要請（条例第 31 条）

（土地所有者等の義務）
・定期的な施工状況の把握（条例第 32 条第 1 項）
・事業者への必要な措置の要請（条例第 32 条第 2 項）
・町への通報義務（条例第 32 条第 2 項）

町による確認
（条例第 22 条第 4 項）
（条例第 23 条第 2 項）

①許可後 1 年以内に埋
立て等に着手しない
とき
②埋立て等を 1 年超休
止したとき

①不正な手段で許可を
受けたとき

②許可基準違反
③許可条件違反
④変更許可を受けずに
事業を行ったとき

⑤命令に違反したとき

【公表】
（条例第 28 条）

【勧告】
（条例第 33 条）

事業の開始


